アミカス嘱託職員ユニオン不当労働行為事件

第２回中央労働委員会審問開催-12/6

　12月6日、アミカス嘱託職員ユニオン不当労働行為事件の中央労働委員会第２回審問が行われた。

　　この事件は、福岡市が書記長を含むアミカス嘱託職員３人に対して、特別選考試験不合格という理由で、一方的な雇止めを強行したことから、①組合や組合活動を嫌悪した不利益取り扱いであること、②組合の団交申し入れを無視し公募を強行することは不当労働行為であること、③組合の弱体化を意図的に狙った組合潰しであり、組合への支配介入であること、等について、2011年3月9日、県労働委員会へ不当労働行為救済申立を行い、救済命令を求めて闘いを続けてきたが、2011年12月28日、県労働委員会が「福岡市の不当労働行為に関する救済命令請求全面棄却」を下したため、 アミカス嘱託職員ユニオンは、これを不服として、2012年１月18日中央労働委員会への再審査の申立を行ったもの。

　10月31日に行われた第１回中央労働委員会審問では、本多アミカス嘱託職員ユニオン委員長、江藤福岡県本部臨時・非常勤協議会事務局長が、「市当局は３名の組合員の不合格後の団交で必要な説明資料や情報を隠したり、前局長が交渉に欠席したりと不誠実な対応を続けた」等、様々な証拠を活用して証言した（2012年11月9日付け単組・組合員専用ページを参照）。

　6日当日、第２回審問に先駆け、13時15分から港区役所10階厚生室で、自治労関東甲地連南関東等から支援傍聴に駆けつけた自治労の仲間30人余で審問前集会を開催した。本多委員長は「皆さんの支援に後押ししてもらい、ここまで頑張ってきた。雇い止めとなった３人の悔しさを晴らし、私たちの未来を切り開きたいと思っている。　もうひと踏ん張りして命令を勝ちとりたい」と第２回審問に挑む決意を述べた。続いて、組合側弁護士である市川弁護士は「来年の４月から労働契約法が改正されることになったが、公務員の非正規職員については法の谷間に置かれたまま５年経ったら雇止めというのはおかしい。本事案では、現職を対象にした特別選考試験であるにもかかわらず、かつ本人が試験で回答した内容に何も問題がないのにD判定とされたことは、組合員であることを理由にした不利益処分であることは明らかで、これに対する当局の団交拒否は不誠実なものだ。本日は、特別選考試験の実務を仕切った当局担当者の審問。試験自体が歪んだものであったことを明らかにし、県労委の判断が間違っていたことを証明したい」と述べ、本日の審問のポイントについて説明した。

　14時より、第２回中央労働委員会審問が行われた。まず、2010年から２年間、福岡市男女共同参画推進センター「アミカス」の館長であった井上るみ・現福岡市早良区長の尋問が行われた。尋問は、①特別選考試験当日の井上前館長の行動を追求し、選考試験が公正なものであったかどうか、②合否発表後の団交は不誠実な対応ではなかったか、という点を中心に進められた。

　続いて、かつてアミカスで係長を務めていた野口正子・現福岡市西区保健福祉センター健康課主査の尋問が行われた。尋問は、①野口前係長が非組合員である職員に対し、「組合に入らないでほしい」「新しい風を入れてほしい」という発言をしたか、②係長の立場で勤務評定に携わることがあったか、という点が争点となった。

（尋問の詳細内容については別紙を参照ください。）

　審問終了後、中労委514号控室で行われた支援報告集会では、市川弁護士が本日の審問を総括し、「言葉の裏を理解してもらう作戦で尋問を行った。なんとしても中労委で逆転勝利を勝ち取りたい。皆さんの支援をお願いしたい」と述べた。続いて、本多委員長は「当局側証人が、言ったことを言っていないというのは人として許せない。皆さんの応援を力に頑張ってきたが、あとは結果を祈るのみ。良い結果を期待したい」と述べ、集会を終えた。

　

　その後、直ちに第４回調査が行われ、①本日を持って審問は終了し、結審とすること、②申立人、被申立人双方は最後陳述書を2013年2月18日までに提出すること、③命令書の交付は「来年度第１四半期（2013年4～6月）を目処とすること、等が確認された。

